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 文献検索等の前準備をするとともに、Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒ
ッ大学）訪問による現地調査を実施した。スケジュールは以下のとおり。 




  ３）実習施設や専門職養成施設の視察 
   
４ ２月１７日 Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学）訪問 
  ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッデイアコニヤンメ大学学長との懇談 
  授業参観、朝の朝礼に参列、 ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ病院の見学および懇談 
  ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学４名の教授からの講義および懇談 
  




      オスロ福音ルーテル教会の見学と懇談 
５ Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学）について 








 大学院としてはMasters in DiakoniaとMaster of Sience in Systemic Ffamily Therapy 
and Practiceがある．（２年制）  













   宗教色が強い、国民の８割がクリスチャンで、２割が積極的に教会にかかわ                
っている。社会福祉も看護もその基礎にキリスト教がある。それを離れては社会福祉実践
も看護実践もありえない。 
      その代表的なものが Daconiaであり、その働き人たる Deaconの存在である。 




Diakoniaについての共同研究の可能性、および Diakonhjemmet university college 
       と聖隷クリストファ大学の類似性（社会福祉、看護、ＯＴの三領域があること）を踏まて、
両大学、両国におけるＩＰＭについての共同研究の可能性が考えられる。          
